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営業外費用等の計上および業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、平成 28 年３月期通期（平成 27 年４ 月１ 日～平成 28 年３月 31 日）において、営業外費用およ

び特別損失を計上することなりましたのでお知らせいたします。 

また、営業外費用等の計上を踏まえ、平成 27年５月８日付公表の平成 28年３月期通期連結業績予想数値に

つきましても修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

１． 営業外費用等の計上 

（１） 営業外費用について 

平成 28 年３月期通期において、為替相場の大幅な変動により為替差損が発生し、52 百万円を営業

外費用に計上いたします。 

（２） 特別損失について 

 平成 28 年３月期通期において、個別財務諸表上の子会社（株式会社グラモ）株式の簿価を減損処

理したことに伴い、のれんを追加償却し、63百万円を特別損失に計上いたします。 

 

２． 業績予想の修正 

（１）平成 28年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成 27年４月１日～平成 28年３月 31日） 

（金額の単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に

帰 属 す る

当期純利益  

１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 2,200 △300 △140 △150 △32.83円 

今回修正予想（Ｂ） 2,291 △267 △297 △175 △10.98円 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 91 33 △157 △25 － 

増 減 率（ ％ ） 4.1 － － － － 

（ご参考）前期実績 

（平成 27 年３月期） 
1,822 △478 △169 △176 △11.09円 

 

（２）修正の理由 

平成 28 年３月期通期の連結業績につきましては、売上高は音声事業の「稼ぐ力」が着実に向上し、全体と

して当初計画を上回る見込みです。損益に関しましても、売上を伸ばす組織体制を構築しつつ、販管費を前期

水準にコントロールし、営業損失は当初計画より赤字幅が縮小する見込みです。 

 



 

 

 

＜経常利益の見通しおよび修正の理由＞ 

当初満期保有で見積っていました外国債券を経済合理性の観点から検証し、第２四半期までに満期償還前の

外国債券の全部を売却（平成 27 年 10 月 23 日付公表）しております。それに伴い、投資有価証券売却益を営

業外収益勘定から特別利益勘定で計上しました。また為替変動による為替差損（52 百万円）が発生し、営業

外費用を計上したことにより、経常損益は当初計画を下回る見込みとなりました。 

 

＜親会社株主に帰属する当期純利益の見通しおよび修正の理由＞ 

個別財務諸表上の子会社（株式会社グラモ）株式の簿価を減損処理したことに伴い、のれんを追加償却（63

百万円）いたしました。一方、上述の特別利益計上によりのれんの追加償却分を吸収したため、親会社株主に

帰属する当期純損益は当初計画を若干下回る見込みとなりました。 

 

 

 

（注）上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定要

素を含んでおります。実際の業績等は、業況等の変化等により、上記予想値と異なる場合があります。 

 

 

以 上 


